
      平成１７年９月９日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

遠隔映像監視対応ディジタルレコーダー 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

本製品は、４～１６チャンネルのカメラ入力、４チャンネルのセンサー入力、２

チャンネルの警報出力接点を持つ監視用HDレコーダーである。 

画像圧縮、コマ落とし撮影（２～１５コマ／秒）、モーションディテクション機

能（撮影中の画像に変化があった場合に、前後の数十秒のみを録画）等により、長

時間録画が可能である。 

音声入力端子（１チャンネル）があり、録音可能であるが、再生用のスピーカー

は内蔵していない（音声出力端子あり）。 

 ＴＣＰ／ＩＰネットワーク標準対応で、遠隔地からライブ映像の監視、記録映像

の再生、カメラのコントロール等が可能である。 

 

○構造、仕様、意匠 

マイコンを内蔵し、組込み専用のＯＳ（Embedded Windows XP）と専用のアプリ

ケーションソフトで動作する。キーボードは無く、マウスとオプションの液晶モニ

ターの画面で、カメラの切替えや録画及び再生の操作を行う。 

 

定格：１００～２４０Ｖ、５０／６０Ｈｚ、４８Ｗ（最大５７Ｗ） 

 

○主な使用者、販売先 

スーパー等の大規模店舗、書店、駐車場等 

 

２ 対象・非対象の解釈 

 

特定電気用品以外の電気用品中、交流用電気機械器具の「防犯警報器」として取

り扱う。 

 

（理由） 

本製品は、録画、録音機能を有するコントローラーに、警報センサー入力端子及

び警報出力端子が付加され、防犯警報を主目的としていることから、「防犯警報器」

として取り扱うことが妥当と判断する。 

 

電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 


